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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年２月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,531 103 100 58 9.96

今回発表予想(B) 7,316 312 306 194 32.94

増減額(B-A) 785 209 206 136

増減率(%) 12.0 202.9 206.0 234.5

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年12月期第2四半期）

6,158 △138 1 26 4.50

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 15,224 520 520 326 55.44

今回発表予想(B) 16,034 666 656 351 59.71

増減額(B-A) 810 146 136 25

増減率(%) 5.3 28.1 26.2 7.7

（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期） 13,546 132 269 191 32.56

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,986 3 63 31 5.37

今回発表予想(B) 5,672 249 240 136 23.10

増減額(B-A) 686 246 177 105

増減率(%) 13.8 ― 281.0 338.7

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年12月期第2四半期）

5,217 △282 △71 △29 ―

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 12,216 295 428 254 43.24

今回発表予想(B) 12,713 549 551 263 44.74

増減額(B-A) 497 254 123 9

増減率(%) 4.1 86.1 28.7 3.5

（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期）

11,454 △96 189 129 22.03
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修正の理由 

１．連結業績予想数値について 
  第２四半期連結累計期間における日本経済は、新興国向け輸出や設備投資の増加を背景に堅調な回復を続け、特に
自動車、デジタル家電等の需要拡大にともない、半導体装置、デバイスメーカーの受注も好調に推移したほか、事務機器
業界における受注回復等の影響により、当社の売上も大幅に増加する見込みであります。利益面におきましては、売上高
増加にともない工場の稼働率上昇による採算性改善等により営業利益、経常利益、純利益ともに大幅に改善される見込
みであります。 
  また、通期の連結業績予想につきましては、第３四半期以降の景気動向に米中の成長鈍化など不透明感は残るもの
の、緩やかな回復を続ける見通しであることの要因と第２四半期連結累計期間の業績見通しを踏まえ、通期業績につきま
しても前回予想を上廻る見込みであります。 
 
２．個別業績予想数値について 
  上記、連結業績予想と同様の内容のほか、海外子会社である日本芬翁（香港）有限公司に対する出向者費用等を前事
業年度までは、受取手数料として営業外収益に計上しておりましたが、当事業年度より販売費および一般管理費より控除
する方法に会計処理を変更いたしました。それにともない、営業利益は第２四半期累計期間においては48百万円、通期に
おいては100百万円増加する見込みであります。 
  以上により、個別業績予想につきましても、前回予想を上廻る見込みであります。 
 
※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 
   実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上
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